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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第43期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第42期

会計期間

自　平成20年
　　　4月1日
至　平成20年
　　　6月30日

自　平成19年
　　　4月1日
至　平成20年
　　　3月31日

売上高 (千円) 12,191,80845,824,635

経常利益 (千円) 973,7983,508,555

四半期(当期)純利益 (千円) 564,4662,250,591

純資産額 (千円) 16,762,96616,315,879

総資産額 (千円) 41,186,90141,058,848

１株当たり純資産額 (円) 570.91 555.73

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 19.23 76.66

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 19.23 76.65

自己資本比率 (％) 40.70 39.74

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,167,7265,451,522

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △5,788△2,571,003

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △908,125△2,126,626

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,032,4752,736,199

従業員数 (名) 383 380

(注)　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年6月30日現在

従業員数(名) 383

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年6月30日現在

従業員数(名) 228

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、海運業を主たる事業としているため、生産及び受注の状況は記載しておりません。また、

販売の状況については「３　財政状態及び経営成績の分析 」において記載しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

 (1) 業績等の概要

当第1四半期連結会計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)におけるわが国経済は、米

国のサブプライムローン問題に端を発した金融不安や、原油価格の高騰による原材料価格の上昇など

により個人消費は伸び悩み、景気の減速感は一層強まりました。

　海運業界においては、外航海運は引き続き市況が高水準で推移しましたが、内航海運は燃料油価格の

更なる上昇により、運航コストの増加を余儀なくされました。

　このような状況下、当社グループの第1四半期連結会計期間の売上高は121億91百万円、営業利益は9億

83百万円、経常利益は9億73百万円、四半期純利益は5億64百万円となりました。

　

事業の部門別業績概況は次の通りです。

　

「近海部門」

近海船市況は高値圏で推移し、石炭等バラ積貨物船輸送では運賃水準が上昇し高収益を確保しまし

た。また、鉄鋼、雑貨、木材製品等の定期船貨物も安定した輸送量を確保しました。

　同部門の売上高は54億26百万円となりました。

　

「内航部門」

鉄鋼メーカー向け石灰石専用船を新造大型化した結果、輸送量は前年同期を上回りました。製紙会社

向け紙輸送専用船は安定した輸送量を確保し、内航ロールオンロールオフ船定期航路においても新規

貨物獲得に積極的に取り組みましたが、燃料油価格の高騰が収支に大きな影響を及ぼしました。

　同部門の売上高は47億25百万円となりました。

　

「フェリー部門」

八戸／苫小牧の旅客フェリーは、運航ダイヤの一部変更を行い顧客のニーズに対応しサービスの充

実を図った結果、輸送量は前年同期を上回ることができました。

　同部門の売上高は20億18百万円となりました。

　

「その他事業部門」

当事業の主なものとしては、北海道地区における不動産賃貸事業などがありますが、売上高は21百万

となりました。

　

EDINET提出書類

川崎近海汽船株式会社(E04269)

四半期報告書

 4/22



　

事業の所在地別業績概況は次の通りです。

　

「日本」

売上高は121億89百万円、営業利益は9億61百万円となりました。

「東南アジア」

売上高は2百万円、営業利益は1百万円となりました。

　

当第1四半期連結会計期間における事業部門別売上高(外部顧客に対する売上高)は次の通りであり

ます。

区分
平成20年４月１日～平成20年６月30日

金額(千円) 比率(％)

近海部門 5,426,333 44.5

内航部門 4,725,331 38.8

フェリー部門 2,018,475 16.5

その他事業部門 21,668 0.2

合計 12,191,808 100.0

　

 (2) 財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末における総資産は、前期末に比べ1億28百万円増加し411億86百万円とな

りました。流動資産は運用資金の増加などにより7億7百万円増加し112億22百万円となりました。固定

資産は減価償却による減少などにより5億79百万円減少し299億64百万円となりました。

　負債は前期末に比べ3億19百万円減少し244億23百万円となりました。流動負債は支払手形及び営業未

払金の増加などにより3億67百万円増加し98億14百万円となり、固定負債は長期借入金の返済などによ

り6億86百万円減少し146億9百万円となりました。

　純資産は利益剰余金の増加などにより4億47百万円増加し167億62百万円となりました。

　

 (3) キャッシュ・フローの状況

当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動で得た資金が投資活動及び財

務活動で使用した資金を上回ったため、前連結会計年度末に比べ2億96百万円(10.8％)増加し30億32百

万円となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益、減価償却費及び法人税等の支払な

どによりプラス11億67百万円となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得による支出などによりマイナス5百万円と

なりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは長期借入金の返済による支出や配当金の支払などによりマイ

ナス9億8百万円となりました。
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 (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

 (5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は次の通りです。

部門
設備の　　
内容

完成後の増加能力

着手(起工) 完了(竣工)

投資予定額

資金調達方法
総屯数　　(ト
ン)

載貨重量屯数
(キロトン)

総額　　(百
万円)

既支払額
(百万円)

近海 船舶 18,25024,000
平成20年後半～
平成23年前半

平成23年前半～
平成23年後半

4,780 255
自己資金　　
及び借入金

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 97,300,000

計 97,300,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年8月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,525,00029,525,000
東京証券取引所
(市場第二部)

―

計 29,525,00029,525,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 29,525,000― 2,368,650― 1,245,615

　

(5) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

― ―普通株式

165,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,353 ―
29,353,000

単元未満株式 7,000 ― ―

発行済株式総数 29,525,000― ―

総株主の議決権 ― 29,353 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株(議決権7個)が含まれて

おります。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
川崎近海汽船株式会社

東京都千代田区霞ヶ関
１－４－２

165,000― 165,000 0.56

計 ― 165,000― 165,000 0.56

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 ５月 ６月

最高(円) 407 499 496

最低(円) 350 397 450

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)及び「海運企業財務諸表準則(昭和29年運輸

省告示第431号)に基づいて作成しております。　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期

レビューを受けております。

　

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人

から名称変更しております。

EDINET提出書類

川崎近海汽船株式会社(E04269)

四半期報告書

10/22



１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 12,191,808

売上原価 10,314,297

売上総利益 1,877,510

販売費及び一般管理費 ※
 894,452

営業利益 983,058

営業外収益

受取利息 9,065

受取配当金 12,403

為替差益 35,134

その他 8,172

営業外収益合計 64,776

営業外費用

支払利息 72,585

その他 1,450

営業外費用合計 74,036

経常利益 973,798

税金等調整前四半期純利益 973,798

法人税等 409,331

四半期純利益 564,466
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(2) 【四半期連結貸借対照表】
（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,254,475 1,027,199

受取手形及び営業未収金 5,650,523 5,625,328

短期貸付金 1,778,000 1,709,000

貯蔵品 1,163,209 960,055

その他 1,386,723 1,203,995

貸倒引当金 △10,098 △10,102

流動資産合計 11,222,832 10,515,475

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） ※1, ※2
 25,073,277

※1, ※2
 25,854,258

土地 1,178,753 1,178,753

建設仮勘定 944,858 937,733

その他（純額） ※1
 759,757

※1
 779,519

有形固定資産合計 27,956,646 28,750,264

無形固定資産 94,717 100,182

投資その他の資産 ※4
 1,912,704

※4
 1,692,925

固定資産合計 29,964,068 30,543,372

資産合計 41,186,901 41,058,848

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 4,809,066 3,914,747

短期借入金 3,003,676 3,017,523

未払法人税等 413,799 1,118,196

賞与引当金 95,210 186,237

役員賞与引当金 13,000 53,000

その他 1,479,704 1,157,353

流動負債合計 9,814,457 9,447,057

固定負債

長期借入金 12,882,371 13,541,665

退職給付引当金 167,143 226,033

役員退職慰労引当金 516,501 612,109

特別修繕引当金 324,087 288,343

その他 719,373 627,760

固定負債合計 14,609,477 15,295,911

負債合計 24,423,934 24,742,968
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,650 2,368,650

資本剰余金 1,248,849 1,248,783

利益剰余金 13,495,594 13,166,004

自己株式 △26,909 △27,233

株主資本合計 17,086,184 16,756,203

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 356,885 220,466

繰延ヘッジ損益 △13,825 △258

土地再評価差額金 △666,287 △666,287

為替換算調整勘定 10 5,754

評価・換算差額等合計 △323,217 △440,324

純資産合計 16,762,966 16,315,879

負債純資産合計 41,186,901 41,058,848
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 973,798

減価償却費 817,570

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4

賞与引当金の増減額（△は減少） △91,026

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △40,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58,889

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △95,607

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 35,744

受取利息及び受取配当金 △21,469

支払利息 72,585

為替差損益（△は益） △46,864

売上債権の増減額（△は増加） △94,351

たな卸資産の増減額（△は増加） △198,000

仕入債務の増減額（△は減少） 829,039

その他 259,122

小計 2,341,644

利息及び配当金の受取額 21,085

利息の支払額 △76,148

法人税等の支払額 △1,118,855

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,167,726

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,372

その他 6,583

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,788

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △673,141

配当金の支払額 △235,374

自己株式の処分による収入 390

財務活動によるキャッシュ・フロー △908,125

現金及び現金同等物に係る換算差額 42,463

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 296,276

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,199

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,032,475
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企
業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会
計基準第９号)を当第1四半期連結会計期間か
ら適用し、評価基準については、原価法から原
価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)
に変更しております。この変更による損益に
与える影響はありません。

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会
　　　計処理に関する当面の取扱いの適用 

「連結財務諸表作成における在外子会社の
会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計
基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告
第18号)を当第1四半期連結会計期間から適用
しております。この変更による損益に与える
影響はありません。

(3) リース取引に関する会計基準等の適用 

「リース取引に関する会計基準」(企業会
計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平
成19年３月30日 企業会計基準第13号)及び
「リース取引に関する会計基準の適用指針」
(企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最
終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用
指針第16号)を当第1四半期連結会計期間から
早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借取引に
係る方法に準じた会計処理から通常の売買取
引に係る方法に準じた会計処理に変更し、
リース資産として計上しております。また、
リース資産の減価償却の方法は、リース期間
を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定
する方法によっております。なお、リース取引
開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイ
ナンス・リース取引については、通常の賃貸
借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続
き採用しております。この変更による損益に
与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。なお、法人税等調整額は、法人税等

に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主な費目と金額は次のとお

りであります。

役員報酬 94,700千円

従業員給与 293,159

役員退職慰労引当金繰入額 34,418

退職給付費用 15,992

賞与引当金繰入額 89,400

役員賞与引当金繰入額 13,000

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額

23,405,192千円

※1　有形固定資産の減価償却累計額

22,559,580千円

※2　担保に供した資産

種類 四半期末簿価

船舶 20,089,442千円

     担保を供した債務　

債務区分 四半期末残高

短期借入金 2,595,001千円

長期借入金 11,128,239

合計 13,723,241

※2　担保に供した資産

種類 期末簿価

船舶 20,685,952千円

     担保を供した債務

債務区分 期末残高

短期借入金 2,608,848千円

長期借入金 11,697,865

合計 14,306,713

　3　偶発債務

　　　保証債務

被保証者 保証金額
保証債務の
内容

千円

　　従業員 6,178
オフィスロー
ン

　3　偶発債務

　　　保証債務

被保証者 保証金額
保証債務の
内容

千円

　　従業員 6,686
オフィスロー
ン

※4　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 49,560千円

※4　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 52,665千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,254,475千円

短期貸付金(キャッシュマネージ

メントシステム)

1,778,000　

　　　　

現金及び現金同等物 3,032,475千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,525,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 163,410

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 234,876 8 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業のうち、海運業の売上高、営業損益が、全セグメントの売上高、営業損益のい

ずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
日本
(千円)

中南米　
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

12,189,723 ― 2,08412,191,808 ― 12,191,808

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

240,858476,836 2,407 720,101(720,101) ―

計 12,430,581476,836 4,49112,911,909(720,101)12,191,808

営業利益 961,10420,759 1,194 983,058 ― 983,058

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

 (1) 中南米…………パナマ

 (2) 東南アジア……シンガポール

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

東南アジア 中国 ロシア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,740,065696,3691,548,329434,2935,419,058

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 12,191,808

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

22.5 5.7 12.7 3.6 44.5

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。　

２　各区分に属する主な国又は地域

 (1) 東南アジア………マレーシア、タイ、シンガポール、ベトナム、フィリピン、インドネシア

 (2) その他の地域……パプアニューギニア

３　海外売上高は、外航に係る海運業収益であります。

４　地域区分の変更

従来、「ロシア」は売上高の割合が10％に満たないため、「その他の地域」として表示しておりましたが、当

第１四半期連結会計期間において、ロシアの売上高が全体の10％以上となったため、「ロシア」として区分表

示しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

570円91銭 555円73銭

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 19円23銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 19円23銭

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益

　四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 564,466

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 564,466

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式の期中平均株式数(千株) 29,360

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　普通株式増加数(千株) 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月14日

川崎近海汽船株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　氏　原　修　一　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　多　田　　修　　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川崎

近海汽船株式会社の平成20年4月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算

書、四半期連結貸借対照表及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川崎近海汽船株式会社及び連結子会社の平成

20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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